






要約:川崎病の再発率について調査した。アスピリン(ASA)単独とガンマグロブリン(GG)を

併用した場合とで再発に差があるかどうかを検討した。 

全体では 690 例中 18例が再発し，再発率は 2.6%であった。ASA群と各 GG 群との再発率の

比較では統計学的に有意差は認めなかった。(X2 検定) 


